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18. イガの生態に及ぼす生息密皮の影響★ 川TJ;(=Ii･t,夫 (刀(抑大学皿学部兄虫学研兜を)

37･10･31受 刑,

イガ TfTICaL'elEionelLaの増矧 こおよはす生息緯度効火を調べたところ成虫紹TAlに対して.推卵政

には大きな好守馴まみられなかったが成虫野命, 幼虫の発育,増舶率および次tLr代成山のm卵乱 作
の大きさには孤老な差のあることを知っI=.

は じ め l羊

こU)桝')I:0)目的は 2つある.一つは.イガ (Tiryeβ
pcIEioT'CLtE!(L.)の-Y･:IB4-Lll･山としての出慨的特性をあ

きらかにすることと他のて▲つは繊維規'i'･山のyJ'融訳的

)t脱 出としての水砕のイf効な大lLti飼ffはを確立しよう
とすることにある.このためにはまず以適な朗ff'先L'I-･

別か､だそうとしてさきに:代行はいろいろ界ったiL.慨

とttu.JA深 作のもとにおける発ff'･土脚 について実験的

にLr,べその即 行を剛EB･した岬.木論文では増鰍 発

fT･にじtJ旅する要帥 )中でlTt要な1つの凶手であると-考

えられるfl三息密収効火をとりあげ,成虫の/Ji息帝収と

A,i.a･酪卵,卵 ･幼虫の発ffとのBTJ鼠 次帖代成虫の
脚 日数および大きさとの関係を'ぁきらかにしようとし

た.

木文に入るに宛立も終始ご田琴を頂き中つご校閲下

さった伽 t]俊郎教授に厚くお礼を申し上げる.またイJ

IILVJ:ご助言を甘い たきlIJPf述郎助教授,石別紙 臥 舶俊
-:i.TdNH.A,火映にあたって粒々ご援助榔った森村 ru武
氏はじめ当研･')Yiiの増様に対しても惇くお礼【tlL上げ

ら.

実験材料と条件

相即 こは三拝者が数年来飼付し鰍 ナているイガの系統

I,iJmいた,すなわちi.ld皮 30oC,閃擁湿度50-60,00'の
もとで10,00/I:rL炊粉米酢母をふくませ乾燥した純毛フラ

ン∵7.Jレを川いて抑fLているものである.光放射 I'･は
払い,B:30oC.のI舶‖l'_1ぐC･行い,払雌 はとくに調印しな

かったが大体50,'o'R.H.であった. 脚T'容帥 ま内従
9C-m.I,･:ほ 3cm 0)ガラスシ1･-レな川いた. ガラス
諾壬の中火には 2cm の穴がLあけてありここに紙をは?

て誠5<tを良くした.幼山の食物にはストックと同じ乾

放粉火即位を加えた純もフランネルを与えた.実験方
班の詐柳についてはFru.1ごとにi,GべTJが,此Itの飼符

～7,'(郡大学Env{澗托山学研兜Ljf.某紙耶363fi

搾皮は 1,2,4,8,16および32対とし,それぞれ10

I.:-1-6.r叫のくりかえしを行った.組矧 ますべてその平
均Tl化で示した.

実 験 結 果

1) 成虫のむ瓜矧空とそur)雄卵放および却Libとの朋

係

幼虫を1定先作のもとで朗ffL.それから羽化した

TR虫のjI:給･超卵数がいろいろ虹瓜瑠収をかえた似合
にどのように変化するかな朋べた. まず 30oC,50-

6070'R.H.のもとでか]lfしているストックから測 ヒ

後24相."J内の交JiF11の成山なとりだし,1対から32対

まで6?の段朋をつくり･これに純もj人ttlJ-ジの維卵
川(liを･Jjえて酪81倣 .JI=lihをは朋.'aべた.緋架を那1,
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Fig.1.TheeffectofadultPopulationdensity
onthenumberofeggslaidandnu血beroflarvae
hatched.-●r numberofeggs一〇一 mumberoflarvae
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Fig.2. Durationofadultlifeatdifferent
densities.

一〇一 female -●一 male
2回に示す.超卵数は成虫の密度の拭くなるにつれて
増加し.成虫密度と産卵数のlFJには屯線的な関係が認

められる.すなわち,雌当り産卵数は密度の増加につ

れて減少することなく,どの'9度のもとでも平均50ケ

咋外の超卵がみられた.すでに糾Li;･した通り,本種の産
卵は 30oCのもとでは超卵LllfJ糊llT肋'lきわめて知かく,

訓 ヒ後1-3日lI''Jに大仰分の桐休が綻卵を終ることと
関係があるかもしれない.ふ化幼虫数もm l図にホし

た通り成虫の密度の増加につれて多くなり雌当り幼虫

数として袈わした場合でも成虫密度による変化は認め

られない. 30oCにおける成虫の対給は6日内外であ

るが,節2図に示した通りあきらかに生息密度が高く

なるにつれて知かくなる.しかし8対以上では大きな

変化はなくほぼ4日内外である.このように成虫の称

ねは増収によって大きい騒皆を受けるのに対し,産卵

数はほとんど変らないのは,超卵期皿がjJ'-協のFliu期で

ある3-4日冊に終ることによるらしい.

2) 成虫の生息密度と次turfも助山,蛸の発付との幽

係

本軽の卵期掛ま30oC,50-60% R.H.のもとでは
大体6日である2).卵の,Sl化と同時に幼虫の食物とし

て純毛フランネル (5cmx20cm)を与えて成虫密度と

幼虫の発ffとの関係を調べた.まず密度と幼虫体重と

の鵬係をしろためにふ化後30EI目の幼虫を各密度区か

ら任意に5個体ずつとりだしトーションバランスで称
出し発ff'の指班とした.群星役はまたもとにもどし間

鴨にJJilf個体数も調べた.節3図に示す通りふ化後30
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Fig.3. Theeffectofadultpopulationdensity
onthebodyweightoflarvaeandnumberof
surviyalat30daysafterhatching.

-●一 mumberoflarvae 一〇一bodyweight
E].の幼虫体式は飼ff密度が高くなるにつれて郎くな

る.ふ化後30日の生存偶作数は成虫の襟度が8対まで

はふ化当時と変化なく密収と桐仏教のltuには山組性を

示し死亡個体はほとんど認められないが,32対では.S･

化当時と比較して/1存率は低くなり,死亡個体のある

ことがわかった.ふ化後30日までの死亡主糾ま那6L糾こ

示した.

3) 成虫の虹息密度と次肘℃助血 91JrlJP川uと0)Lu隣
イガの幼血 加の発fJ日夕は 日数はiLilh:およびiulA:a)
もがいによって大きく膨班されることはすでに朔日し

た1,5).すなわち本越の発掛 ま比較的i恥 ､以皮あるいは

揃い湿度のもとではほとんどの桐休が揃って羽化する

が氾度が 25oC以下iE2度70%R.H.以下の条件のもと

では発ff速ljk.,羽化1弱刷は長くなり著しい変異性を示

す.木槌の助山はふ化と剛 寺にかみきった毛を吐き出

した糸でつづり合わせて出をつくり脱出,91JTJ化,';l;J化

までA!の中で行うので正碓な蛸期ILrtJをしるのは凶肝e
あるので=Jこでは幼虫期,痛切をふくめた発fI'日数で
示す.いろいろの生息密度のもとで錨目測 ヒしてくる

個体数の消長を5日毎にまとめて羽化g4'l班分lliLll俄で

示すと第4図となる.

すでに報告したように,本位の発育は個体変只が大

きく好適温氾皮条件と考えられる27oC-30oC,75,%

R.H.のもとでの発ff'所出日数は40日から70口にわた
ち.邦4図に示したように,木火映の場合もいずれ0)

生息'0度においても羽化胤I.iJはきわめて1主Jplにわた

ち.また,その型は高密度を除いて2山型を-'Il-(す.し

かし生息密度のちがいによるふ化から羽化までのEI数
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Fig.4.Theeffectofadultpopulationdensity
ontilepOStembryonicperiod.

ほ大きな変化はなく,各区ともふ化後45日から折り,

-,tF]化糊l/'Jもあまり邦5割ま認められなかった.
各吐息鰍,li:区の平均発ff'lTr要rj数の計節は叩符のIlf1
1号は r'llじ'Jj班によった.すなわち,BRl糾二光だ日数の
逆数をとり.縦軸に羽化税収'分側 [1線を黙枇lIItの百分
率になおしこれを Probit転換すると好i線性を示す.

このiEi'線から河村式を.1汁許しProbit5の点をおろし

たところをもって発Jf才一日数の巾央tt(iとし,またその捺

郡偏:Zミ(逆数正規性についての)を求めた,結果を第

1･衣に示す.

Tablel. Meandurationoflarvalandpupal
developmentalperiod calculated from the
medianofemergencecurve.

?空 也 ⊥_IP___2J_IJ__ー8__卜～liJ}_竺
4860.'50215850.'55513756.'7011;:::6;i47三:551

て短かくなる帆L'.175.･認められる.しかしここに得られ

た仰 ま前和と比較して大きいが,これは飼育条件,と

くにr'!TJ.収茶け･を-rJi:にしrLかったことに1T.fJ†肋てあrJ,i

うに,riLわれる.

4) tL:瓜符IA'とEn耶ヰけ,･よび死亡串との関怖
い7'いろ成出の何度をかえて稚卵させふ化した幼虫
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Fig.5.Therelationbetweenthepopulation
deTISityofparentgenerationandtheemerged
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Fig.6.Theeffectofadult'popubtion
densityontllemortalityateach̀ stage
(upperIII:larvalandpupalstage,middle
II:at30daysafterhatching,:bottom I:
eggstage). -
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に-)i:Jritの食物を与えて飼育し.羽化してくる成虫の

i'(をボナと節5図の通りである.また卵から羽化まで

の各Jgjの死亡率を図にホしたのが節6回である.節5

rAからあきらかなように親の密皮が1対から8.対意で

は矧だがT.'1.iまるにつれて羽化虫数は多くなり16対にお

いて以T.I.1を示す.32対になる･と急に減少する.雌当り
糊別科 ま1対が滋も多く噸次密度がTt-I.lJ-くなるにつれて

低下するがこの関係は多くの昆虫についてしられてい

るように双d11線の式で示される.親の密度が32対の歩

合はわずかに雌当り1匹しか羽化し柑ない結果となっ

た.

5) 次世代成虫の性比,産卵数および大きさ

いろいろ密度の興った区から羽化してくる成虫の休
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Fig.8..Totalnumberofdepositedeggs,
meannumberofeggsdepositedfCrfemale
andlleadwidth ofmoth.in the progeny
populationatdifferentdensities.

-●- totalnumberofeggsdepositedI
一〇一 meannumberofeggsdepositedper
female

-○- meanheadwidthofmale .-●- meanheadwidthoffemale
の大きさおよび産卵数がどのようIに変化する?'JJJ,gIraべ

るために,各区から羽化_Lてくる城山を佃r_1ほぼ 一･11:
時刻に捌 け ン (稚 6cm,1t:.I,-15cm)に う̀っし,純
卵川,rエけ -ジの'/O-を与ネて疎卵数およびA'1.8を調べ.

1棚寺に雌椛をわけた.タヒ亡桐肘 まその日のうちにijJuirり

を洲j定した.'d密蛇区から紹日羽化してくる成虫の叫だ
i.I

当り碓卵数o)変化まさよび雌成虫_nWulib大きさの変化
:を 5E1-10fj矧 こまとめて図示したのが節7回であ

ら.各密度区から羽化した成虫の総鉦卵数および雌当

り平均超卵数,雌雄羽化成山の平均政rlJを邪-8回にホ

すi雌当り産卵数の脚 多様いずれ?生息密度のもとで

も羽化初期に多くFI鳩Jに減少し.?い二で後町 こまt.=多く
なり2lLl型を示す.雌成虫の-iI-uiEFJについても.,.雄卵故

の変化の消長と榊似た帆L'.]的変化をボナ.すなわち)1,i

化成虫の産卵放.iiTl巾の変化は全判 ヒIglJLTIJについてみ

れば21佃まで示され,これは羽化曲線と津っT=くl･rlJL'

狸で'iミわされることからみてRl恥を,る糸J棚 と.f即 ,れ

ち.企羽化成虫総超卵数は別の密肋 ',4対から1,捌ヒし

たものが応も多く.これをさかいにして繊比が.I.I;;くて

も低くなって-.L減少.1る.これを何色当り脚 暇 として

みると,4対ま･では埠とんど変化しないが,8刈り｣1.

では似同約に低下することが認められる.卿 ヒ成山の
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ij'rutlは雌IJfl.とも何比が(.lJ'くなるにつれて拭くなり†榊 リ.
は小判とたる.次ttt代成山の椎比は爪211引こ'-Jt･)一通り

0,11ff紹1,1'75'･n'くなるにつれて雌の刑合が低くなり)i:lI'll
的にtl(tは小さくなった.

Table2.Therelationbetweentheadult
populationdensityandthesexratioof
progenypopulation.

Density l 1 l214 I8 ｢16132

招ナ%LIo･47620･596io･468lo･4中 376io･324
考 ∴ 察 ､

幼虫期を 30'Cで飼育しここから羽化した成虫雌は

すでに卵nlはよく発過し七おり,ほとんどの桐恥うミ羽

化投打tLt'に-,kTi,和郎を始める1). また-JI:Lbも比附付

N.い.成山をいろい77/Jf瓜褐IA:なかえてjJ'1.8,推卵A'(
･を調べたyi粧,矧如 'A7.I.lJ'くなるにつれて推卵茨kは印
加し,雌当りの産卵数はほとんど変化がみられず.将

度効果は認められなかった(郡1回).これは水和が羽

化後食物をとらないことと,湾斑の姫l舶'Lf.',i得度に及

んでいないことによるものと.rid)れる.成虫のjj'!命は

脚,'i:が11L'.lJは る.につれてわずかに知糾 い-るが,これは

成山｢1体の桐附L"Jの榊7川;用によりLJi肘 fJJj'王命が変化
してきたことに心関するものと考えられる.

IITHW)で指摘したように木印の発ffは桐休変只が大

.さく不揃いである.とくに乱雌 27oC以下,矧定7070'

以下の朱l′トのもとでは発JfTlは遅11,,羽化糊Hr.Jはきわめ

て長持】にわたる.したがって羽化lHt線のP.は発fflg川､J

の良いJJlに-1P.･'しくのび,羽化の折rE分布Hfl緑を謀ミ机Aft

の市分科 こなわし probit転換すると1本の旧線とは
ならず･ある1?の交J:tiをもった2本の71(紋で示され

ら.すなわちril･く甲化してく7JrT･と,おそく羽化して
くる郡の2つのグループにわかれることが認められ.

こq)2mの制令も不適な環境条件に対応して変化して
きた.木実験の場合も利和で述べたことと全く同じよ

･')な帆t'lJを示し,どの生息再度のもとでも発育の連れ

(川下が?はめられたが,これは木実験が況舵先(′トを一定

にしなかったことと,何れの再度区にわいてもIllt立先

物硫あた州 桝 如 :多かっ?=ことに馴勺があるのかも

しれない.しかし紺,li:.7L!.JJ･li'._/L･:瓜矧,TEの3班1榔こよっ

ていずれもはっきりと2伸 二わかれることはTR班別せ
ねばならないと=Yl.えられる..発fT'遜り11は帆I仰Y･fnWiの
逆性に形甥を与えrJ.一･椴に!l;瓜矧如 '･'/.A.'1.くlJ:ろと光

背速1度が逝くなることが多くのItl山について調べられ
ているが仰榔Lrf･欠けの†脚本の発仰gi_･rJ.(口･A'(を長くする
rhi因は糾肝 C･'ある.!上瓜脚立と発ffJVrAiEl数との関係

･をしらべた研兜は多い.内rl113)がアズキゾウムシーCal-

losobntcllLESCIJillCllSfsについてF.1た約mは.ある親の

脚liに才5いて-Y･均-)発Af汀1L'(は.もっとも知かく,これを
ほなれTJにつれてWlj-JJ'に･良くなる.肘 )がアワヨトウ

･I.etECam'aELllipILllCtL7で調べた純米によると幼虫期,

相即こわけるヲ8fflj敬はFlll.Tt,慣性が最も知かくこれよ

り低幣瓜 訂摘 蛇で逆に良くなる･と述亨ており,.幼虫
期のそれ,は桐附LT.Jの相TL作IT)の結果,また蛸期のそれ
は幼虫Ig摘 皮効果の後作用の:Rわれであろうと述べて

いる. Titschackll)はコイガ Tl'neolabis亨etlieltaで

生息密度と発育との関係を調べているが,この場合は

ある密度まで高くなると幼虫期間は長くなるが,ある

頒唆以上では反対に短かくなると述べている.木実験

の場合は生息密度が高くなるにつれて,発育日数の中

火tlliはかえってAi.かくなる帆 [']]が認められる,これは

7デ.'J'f.巧9)によってコナマグラメイEPhesliacautellaで

あさらかにされた耶1の原田,すなうつち桐件数増大に

よる仰7川･:mの緋恥として食物不足によって発育の遅
れた仰桝 が羽化するまでに充らず死亡偶作となって=R

われてきたため.平均ヲ打T'n牧がrfくなり羽化*Tl夜分

:仲Irl緑に'rmDi'してきたものと据えられる.

いろいろのItl山で!L!.Ll脚如 '(.I:.')'くなると羽化料 ま低

下し,羽化畔と!I=.瓜脚･ri:との冊には粗目l相川の関係が

あることが認y)i-'れてい～:I.'̂'P'的の場付は.卵がふ

化してから30n椛Itでは/I=.瓜縛雌に.tと'死亡率のもが
いほはっきり.7̂られないが.発fT'の巡むにつれてTE'.古い
脚Ii:のもとでは幼山肌l+(."JのHlJl:rI;lllが抽(あらわれ
てきて†小TTLi､川t.くなり.允物-イく妃がJl'.([71して死亡キミを

-l･.I,'iu)るF.f音別.として羽化)rtLt.'Ll仇に机下する.一般に托
山仙■柵脚をTltLI'れた空IL"JL勺でf!"1fT-すると,ある巾ILTTJの

比良湾IA'鑑で次Ili代の仙■4昨秋が用人となるが,最初の

1胴休あたりの次世代の胴昨秋をLa大にする生息密度

と叩位'B聞あたりの次tliLeの胴体数を最大にする生息

密度とは興ったtlrtを示し,一般にTJTf-#の方が低い密度

で狩られているが12,10),この実験の場合も上に述べた

緋栄とよく一致した.

次に各生息密度から羽化した成山の大きさ,および
柁卵敬について諾,-I,q弓する.すでにいろいろのl石山につ

いて4ミ瓜矧,f宝と休の大きさとの糊係は大作逆比例のlyj

稀を示すことがク11F'れていrJl… 1)7). また休の大きさ

はある'矧･li:のときがJ正大で,それ以.I二風狂が7:.lJ'くなっ

たとき,'J'nるいはそれ以.1二に帝班が低くfJ:っても体の

･̂ささは小7g.になってくることも知られている. 頼6)

は シ7ウジ7ウバエ DrosoPhilamelanogastcrを用
いてこじ息帝rA:と体の大きさの変化をしらべた実敗で,

ある一定密度以上の飼育条件下では羽イヒ初期の始めと

終りに体長の長い桐体がでて,中間にはW.いものが羽

化してくることを兄い出した.このrj因として羽化個

体数の節度と閃迎づけて,.羽化偶作教の多い期冊は休
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が小さく羽化糊の屈初と最後の羽化個体数の少いとき

に休の大きい桐休が出現することから,各TrIll抑こ羽化
してくる桐休のうける/ii仔親'Jrの故さが只るためでは

たかろうかとしている.Titschackll)はコイガTineola

bisseLLieLLaについて生息密度と休IRのBg係をしらべた

純米,与える金物屋が少い勘合は羽化初周の相称 がili

く次邪に怖くなり,与える食物が多いと羽化初期の胴

体が屈も怖く,次節にiTtくなり最後に羽化してくる個

体が良も式い,与える食物が中間の場合 (1匹当り10

mg)は,羽化成虫の体重は羽化初期と後期が或く,中

h'i)期に羽化するものは軽くなると述べている.さらに

Richard8)はグラナI)アコクゾウ Calandragranaria

で体正をau定し羽化初期のものは体重柾く羽化最盛期

が最も重く,後期に羽化してくる仰柵 は朽び怖くなる

ことを兄い出しこれを Weightcycleと名付けてい

ち.

すでにrJfl取 )̀で述べ. さきにもふjLたように木椎の

発育は個体変異が大きい.とくに飼育iL.1度が低く,現

境和度が低い切付ま羽化曲線は2山型を示し.iL.Hhj鑑
に依TT--してその桐休数比は変化することをWt_Liした.

この中で発ffのrllいLIl'川棚下をA7ff･とし,発flh一避妊脚を

B那とし,r■iト桐肘iY･の巾に発熱 こ旧して5%･つた変只

性をもつ27rfのあることを述べたが.このTLTdL作の性Ti
のズ･:.lTtHこついてはまったくわからなかった.木実畝の

場令でも.7E.fJ'矧B:を除いたいずれの矧度区において

も,羽化曲紋は2両判を/pJtLI17J剛で述べたhfiL杜とML+

帆〔tJを示した.

内m13)は ヨツモンマメゾウムシ CalLosobruchus

quadrimacuEelusの飼1割L】T4附拝の中に休弘 体式,
産卵数,生存日数.発ff日数等についてP,'しく異った
2型のあることを兄い出した.一方は飛ぶ型,仙-JJJは

飛ばぬ型でこの2型は生息密度のもがいによって吐ず

るが.飛ぶ型が低含水最の色物で飼育したとき,斑鳩

ilu皮の補い時に生じ,さらに飛ぶJjgは禿育日数が長く

羽化曲線の後期にかt=まって羽化することが知られて
いる.木実蚊の以合も羽化l約線は2山型で示され それ

から羽化した成山の超卵数は羽化初期に多く,ついで

少くなり,また後1抑こ多くなる.また成虫雌の頭巾も
羽化曲線の型とF']じように.羽化の始めと終りで大き

く申fRIに小さくなり,ほぼ朋似た帆L'Jlを'示す.このこ

とからもTlfJl収で指摘した迫り,同一仰淋 trfのrllに発ff

に関して興った変央性をもつ2附のあることが,-&実
験の場合でもはっきり示され,帆述した内田がヨツモ

ンマメゾウムシであきらかにした結果と斑似の革ま毅の

あることが隅示される.この2群が/1理的に失ったも

のであ'るかどうかについては.木実験から推定するこ

とは閃難であるが,吐憶学的に舛昧ある間組である.

このようにiL.Uar,壬招皮,JB息密度条件の変化によって

118

発育日数その他について2王附こわかれる現象は貯穀'-.ll

山のみならず.野外の昆虫においても共通にみられる

ところの不適な環境条件に対応して生じた一つの適応

現毅であろうと考えられる.

雌当り総産卵数は密度が高くなるにつれて姐少して

いるが,食物曳当り空個当りの産卵数は親の密皮4対

の場合が最高である.このことはコナマダラメイガで

高橋10)が指摘した通り生息密度の変化によって成虫の

体の大きさが変ってくるので,産卵数も当然変化する

ことを考慮すれば当然の結果といえる.羽化成虫の体

の大きさはいずれの生息密度から羽化した成虫につい

ても椛より雌の方が大きく密度が高くなるにつれて小

さくなる傾向があるが,これはコナマダラメイガを用

いて試橋があきらかにし,長沢7)がアズキゾウムシの

趨榊の大きさをau定して柑た組米とFl']じである.

つぎに羽化l戊虫の性比は.生息密度が高くなるに,_)

れて雌のJHl合が低下し性比は帆L']]的に小さくなった.

応近 Andersenl)はいくつかの躍虫について生息繊

度と性比の関係について考祭しているが,その中で

Titschackll)がコイガであきらかにした紙料 こついて

朋析している.木実敗の似介にもAndersenが述べて

いるような恥 Ilで性比が変化してきたのかもしれない

が,コイガの場合は食物崩が多いときは雌の'刑合が7.'.I)I
く,食物品が少いときに性比が低下している.

次に今まで述べてきた結果について総柄して,'̂和

の大昆飼宵の軌 .tiからみると,米粒の州別に通した以

初の親の密度,すなわち叫位食物当りの}J:]化山敬をJli

福にするのは161寸の場合である.しかし.'d区から)I;J

化してきた成虫すべてを用いて超卵させた場lT,すな
わち桃いて咽刑をはかるときは股初の親の何度が4対

～8対のとき補い伯を示す.このことから木柏を湖山

剤に対する生物試験用昆虫として大局に飼育すること

をH的とし,しかも幼虫を用いる場合にわいては,こ

こに用いた食物I'議当り最初の親の数は4対が適当であ

り.さらに増的のみを目的として飼育する勘合は潮の

数を4対以上16対を用いて刑殖をほかるのが有効な方

法であると思われる.

摘 要

1) 単位食物塁当りの成虫の密度をいろいろかえて

イガの産卵数･称命を調べた結凪 吐息軌如 '･7.1J-くな
るにつれて産卵数は出線的に印加する.#伽 ま密班が

t.lJ'くなるにつれてわずかに知かくなる.(節1,2rA)

2) ふ化後30日経過した幼虫体戒は密度のfn加につ

れて帆l'lj的に稚くなるが,死亡ヰ王は;tllJ'緯度をのぞいて

顕Y.:なZ.･-:はみられない.(卵3回).
3) ふ化から羽化までの発ff'日数の中火fLLruよ常圧の

増加とともにわずかにkj.雛化する.羽化凱性分/ril的線
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ほ1･:綿 収を0)ぞいて 2両JjlJ.となった. (ml=)1,m4

川).
4) 卿 ヒ料 ま最初のl戊山'#収16対Q)とさがJfiF.汀を示
し.これよりf摂収が7,'.1'くなっても拭くなっても羽化和

は机下する (那5t勾).羽化成dtの総超卵畝はEL王7J)0)
親の帝IA:4対のときがfiiも多く.ついで8対の場什C

ある (耶8回).

5) 羽化した成山の超卵畝は羽化初跡 こ多くFllJglで
娘少し,後期に多くなり21LJ型を示す.ifTlrT]も羽化の

始めと終りで大きく申閲で小型となる (節7図,第8
回).羽化成虫の平均戎巾は密度が高くなるにつれて

定tI'1]r伽こ小さくなり.雌より雄の方が小さい.性比は

緯度の増力耶こつれて低下する (窮2諺ミ).

6) 以上のことから本位の発行,脚鰍 こ適した親の
縛班は4対-16対を川いて飼JffするのがよりイJ効な-JJ'
班であろうとnf:'.拍した.
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R由um占

InthepreviousI氾per,theinfluencesoftemper･

atureandrelativehumidityonthelifehistory

ofthecase･bearingclothesmoth,TrncaJ)eE･

tiolletEaweredescribed.Presentpaperdealswith

theeEEectsofthedensityofadultpopulationon

thegrowthandreproductionofthisspecies.

F.xperlrnentSWeremadeintheroomcontrolled

at30.C.and50percentofrelativehumidity.

Theppulationofparentadultswerekeptin

logarithmicscaleas1,2,4,8,16,and32pairs

inaglassvesselof9cmindiameterand3cmin

height.

Thetotalnumber ofeggswere increased

linearywithtileincreaseoftheparentdensity

andtheaveragenumberofeggsperfemaledid

notchange. Themeandurationofadultlife

becomesshortinbothsexeswiththeincrease

ofdensity. Larvaewerereared on thewool

flannelimpregnated with 10 percent yeast

F)Wder.Bodyweightoflarvaeat30daysafter

hatchingbecomeslightwithadvancingdensities,

whilethemortalityoHarvaewasnotaffected

exceptingextremehighdensity. Themeandu･

rationfromhatchingtoemergencewasslightly

longatthelow densitiesoflarvalpopulation.

In16pairs.theemergednumberofadultwas

maximumandthepercentageofitdecreasesto

theinitialrN)pulationofparentswiththein･

creaseordecreaseofdensity.In4pairs,thetotal

numberofeggsdepositedbytheemergedadult

wasmaximum.Thehighertheadultdensities,

thesmallerbecometheheadwidthoftheemer-

gedadult.Thebodysizeofadultwasaffectedby

therearingconditionoflarvalstage.Headwidth

offemalewaslargerthanthatofmale.Sexratio

wasdecreasedathigh 1arvaldensity.

From theseresultsdescribedabove,itmaybe

concludedthattheparentdensitiesfrom4to

16pairswereestimatedtobeoptimumforthe

masspropagation ofthisspecleSusing wool

flannel.
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